
大動脈弁逆流(Aortic valve regurgitation；AR) 

 

大動脈弁の拡張期閉鎖が不十分となり大動脈弁逆流を生じる病態である。 

 

 AR は経過から急性と慢性にわけられる。 

無症状の期間が長い慢性 AR ではその手術適応の決定に苦慮することが多い。 

急性大動脈弁閉鎖不全症では緊急手術を含めた迅速な判断が必要とされる。 

慢性ARでは無症状で経過する期間が長く心機能の低下とともにその予後が悪化

することから正確な診断と予後を踏まえた治療方針決定が重要な疾患である。 

 

 

 


